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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第39期

第１四半期連結
累計期間

第40期
第１四半期連結

累計期間
第39期

会計期間
自平成28年１月１日
至平成28年３月31日

自平成29年１月１日
至平成29年３月31日

自平成28年１月１日
至平成28年12月31日

売上高 （百万円） 3,975 4,646 15,998

経常利益 （百万円） 266 528 1,188

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（百万円） 125 313 664

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 139 324 713

純資産額 （百万円） 4,719 5,838 5,586

総資産額 （百万円） 10,274 12,213 12,825

１株当たり四半期(当期）純利益金

額
（円） 6.67 16.13 34.78

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 45.7 47.7 43.4

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期）純利益金額は潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．平成29年４月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。第39期の期首

に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

 

３【財政状態、経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間について、国内は、堅調な雇用環境を背景に景気が緩やかに拡大しておりますが、

円高懸念から足取りは力強さを欠いております。海外は、欧米の経済が堅調に推移し、中国では各種政策により

景気減速に一服感がみられますが、保護主義による貿易取引の縮小や中東及び北東アジアでの地政学的リスク等

不透明要因が懸念されております。

当社の属するIT業界では、官公庁、企業とも需要は堅調に推移しております。当社が強みをもつセキュリティ

分野は、自治体情報システム強靭化に対応する製品や標的型サイバー攻撃へのソリューションの販売が伸長する

中、「働き方改革」をセキュアな環境でサポートする製品への需要が徐々に増加しております。また、IoTにより

インターネットに「つながる」機会が増加し社会の利便性が高まる一方、「つながる」ことによる脅威が顕在化

しつつあり、新たなセキュリティ技術の革新が求められてきております。

このような環境下、当社グループの業績について、売上高は4,646百万円（前年同期比16.9％増）となり、営業

利益は565百万円（前年同期比88.6％増）、経常利益は528百万円（前年同期比98.5％増）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は313百万円（前年同期比149.7％増）となりました。

 

セグメント別の業績は、次のとおりです。

 

① ITセキュリティ事業

売上高は4,450百万円（前年同期比21.0％増）、セグメント利益は808百万円（前年同期比76.3％増）となりま

した。

官民ともにセキュリティへの需要が高まる中、自社製品の販売とサービスの提供が堅調に拡大しました。特

に、自治体情報システム強靭化に対応し、セキュアにファイルの受け渡しを実現する製品「FileZen」や前期に販

売を開始したサイバー・セキュリティ対策の新製品「InfoTrace MarkⅡ for Cyber」等の売上が伸長いたしまし

た。また、「働き方改革」による新しいワークスタイルの普及に向け、セキュアな環境と高い生産性をリーズナ

ブルな価格で実現する「WrappingBox」の開発を進めました。欧州の100％子会社Soliton Systems Development

Center Europe A/Sでは、多様な利用環境で一貫したセキュリティを確保し生産性の向上を図る次期ワークスペー

ス・プラットホームの新製品「ClearDeck」の開発を進めました。両新製品とも当期第２四半期にリリース予定で

す。

 

② 映像コミュニケーション事業

売上高は119百万円（前年同期比43.7％減）、セグメント損失は61百万円（前年同期はセグメント損失27百万

円）となりました。

世界最小・最軽量の公衆モバイル回線によるリアルタイム映像伝送システムの新製品「Smart-telecaster ZAO-

S」の販売を開始しました。製品の端境期であり売上高は前年同期比で減収となりましたが、当該新製品の特徴で

あるポータビリティを生かし、従来の放送局市場に加え、ドローンへの搭載による活用、警備、防災、インフラ

管理への活用等用途拡大を推進してまいります。また、４月に開催されるアメリカ ラスベガスのNABショー（放

送機器展）へも出展し、世界展開を一挙に図る方針であります。

 

③ エコ・デバイス事業

売上高は77百万円（前年同期比11.2％減）、セグメント損失は12百万円（前年同期はセグメント損失10百万

円）となりました。

社内の他事業グループのためのH.265方式の画像圧縮技術の改良と低消費電力化やオリジナルの微小信号のセン

サー等の要素技術の基礎研究を進めております。
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（2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の当社グループの総資産につきましては、前連結会計年度末に比べて611百万円減

少し、12,213百万円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べて680百万円減少し、9,434百万円となりました。これは主に商品及び製

品が254百万円、仕掛品が50百万円増加した一方、現金及び預金が538百万円、受取手形及び売掛金が297百万円減

少したこと等によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて69百万円増加し、2,779百万円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べて734百万円減少し、5,831百万円となりました。これは主に前受収益が

169百万円増加する一方、未払法人税等が438百万円、賞与引当金が248百万円減少したこと等によるものでありま

す。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて128百万円減少し、544百万円となりました。これは主に長期未払金が

102百万円減少したことによるものであります。

純資産の部については、前連結会計年度末に比べて251百万円増加し、5,838百万円となりました。これは主に

配当金72百万円の支払いと親会社株主に帰属する四半期純利益313百万円の計上等で利益剰余金が240百万円増加

したことによるものであります。

なお自己資本比率は47.7％（前連結会計年度末比4.3ポイント増加）となりました。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変

更、または新たに生じた課題はありません。

 

（4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費は141百万円であり、この他売上原価に算入されているソフトウェア開

発費用217百万円と合わせ、開発活動に関する費用の総額は、359百万円でした。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 39,000,000

計 39,000,000

（注）平成29年２月22日開催の取締役会決議により、平成29年４月１日付で株式分割に伴う定款の変更が行われ、発行可

能株式総数は39,000,000株増加し、78,000,000株となっております。

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成29年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年５月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,869,444 19,738,888
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 9,869,444 19,738,888 － －

（注）平成29年２月22日開催の取締役会決議により、平成29年４月１日付で株式分割に伴う定款の変更が行われ、発行

済株式総数は9,869,444株増加し、19,738,888株となっております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額

（百万円）

資本金
残高

（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成29年１月１日～

平成29年３月31日

（注）

－ 9,869,444 － 1,326 － 1,247

（注）平成29年２月22日開催の取締役会決議により、平成29年４月１日付で株式分割（１株を２株に分割）を実施し、発

行済株式総数は9,869,444株増加し、19,738,888株となっております。

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ソリトンシステムズ(E05592)

四半期報告書

 6/18



（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式  138,300 ― ―

完全議決権株式（その他） 　普通株式 9,728,500 97,285 ―

単元未満株式 　普通株式    2,644 ― ―

発行済株式総数 9,869,444 ― ―

総株主の議決権 ― 97,285 ―

（注）平成29年２月22日開催の取締役会決議により、平成29年４月１日付で株式分割（１株を２株に分割）を実施してお

ります。

 

②【自己株式等】

平成29年３月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合(％)

株式会社ソリトンシステムズ
東京都新宿区新宿二丁目

４番３号
138,300 － 138,300 1.4

計 － 138,300 － 138,300 1.4

（注）平成29年２月22日開催の取締役会決議により、平成29年４月１日付で株式分割（１株を２株に分割）を実施してお

ります。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29年１月１日から平

成29年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年１月１日から平成29年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成28年12月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,234 3,696

受取手形及び売掛金 3,076 2,779

電子記録債権 272 290

リース投資資産 14 13

商品及び製品 1,286 1,540

仕掛品 87 137

原材料及び貯蔵品 108 111

前払費用 751 693

繰延税金資産 250 143

その他 87 81

貸倒引当金 △55 △54

流動資産合計 10,115 9,434

固定資産   

有形固定資産 786 868

無形固定資産   

のれん 522 497

ソフトウエア 196 217

ソフトウエア仮勘定 235 271

その他 14 14

無形固定資産合計 969 1,001

投資その他の資産   

投資有価証券 260 265

差入保証金 493 491

繰延税金資産 170 138

その他 155 135

貸倒引当金 △124 △122

投資その他の資産合計 954 909

固定資産合計 2,710 2,779

資産合計 12,825 12,213
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成28年12月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年３月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,450 1,433

短期借入金 116 116

リース債務 9 8

未払金 615 482

未払法人税等 520 82

前受収益 2,991 3,161

賞与引当金 452 203

その他 410 342

流動負債合計 6,566 5,831

固定負債   

長期借入金 271 241

リース債務 15 12

長期未払金 102 -

役員退職慰労引当金 6 6

退職給付に係る負債 276 283

固定負債合計 672 544

負債合計 7,238 6,375

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,326 1,326

資本剰余金 1,401 1,401

利益剰余金 2,763 3,004

自己株式 △96 △96

株主資本合計 5,394 5,635

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 37 28

為替換算調整勘定 136 157

退職給付に係る調整累計額 △1 △1

その他の包括利益累計額合計 172 184

非支配株主持分 19 18

純資産合計 5,586 5,838

負債純資産合計 12,825 12,213
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日
　至　平成29年３月31日)

売上高 3,975 4,646

売上原価 2,477 2,717

売上総利益 1,498 1,929

販売費及び一般管理費 1,198 1,364

営業利益 299 565

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 0 0

持分法による投資利益 0 -

助成金収入 - 2

その他 0 0

営業外収益合計 1 2

営業外費用   

支払利息 2 0

為替差損 32 35

持分法による投資損失 - 2

固定資産除却損 - 0

その他 - 0

営業外費用合計 34 39

経常利益 266 528

特別利益   

固定資産売却益 0 -

関係会社株式売却益 6 -

特別利益合計 6 -

特別損失   

投資有価証券評価損 - 1

特別損失合計 - 1

税金等調整前四半期純利益 272 527

法人税、住民税及び事業税 99 66

法人税等調整額 48 146

法人税等合計 148 213

四半期純利益 124 313

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1 △0

親会社株主に帰属する四半期純利益 125 313
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日
　至　平成29年３月31日)

四半期純利益 124 313

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △5 △8

為替換算調整勘定 20 20

退職給付に係る調整額 0 0

その他の包括利益合計 15 11

四半期包括利益 139 324

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 142 325

非支配株主に係る四半期包括利益 △2 △1
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日
至　平成28年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年１月１日
至　平成29年３月31日）

減価償却費 90百万円 68百万円

のれんの償却額 8百万円 25百万円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成28年１月１日　至平成28年３月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年２月15日

取締役会
普通株式 70 7.5 平成27年12月31日 平成28年３月28日 利益剰余金

 

２．株主資本の著しい変動

　著しい変動はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成29年１月１日　至平成29年３月31日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年２月14日

取締役会
普通株式 72 7.5 平成28年12月31日 平成29年3月27日 利益剰余金

 

２．株主資本の著しい変動

　著しい変動はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成28年１月１日　至平成28年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
 ＩＴセキュリティ

映像コミュニケー
ション

エコ・デバイス

売上高     

外部顧客への売上高 3,676 212 86 3,975

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 1 － 1

計 3,676 213 86 3,977

セグメント利益又は損失

（△）
458 △27 △10 420

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 420

全社費用（注） △121

四半期連結損益計算書の営業利益 299

（注）全社費用は、主に報告セグメントが負担する関連部門費の配賦差額であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な変動はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成29年１月１日　至平成29年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
 ＩＴセキュリティ

映像コミュニケー
ション

エコ・デバイス

売上高     

外部顧客への売上高 4,450 119 77 4,646

セグメント間の内部売上高
又は振替高

- 16 7 23

計 4,450 135 84 4,670

セグメント利益又は損失

（△）
808 △61 △12 734

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 734

全社費用（注） △169

四半期連結損益計算書の営業利益 565

（注）全社費用は、主に報告セグメントが負担する関連部門費の配賦差額であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な変動はありません。
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（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年１月１日
至　平成28年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年１月１日
至　平成29年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 6.67円 16.13円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
125 313

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（百万円）
125 313

普通株式の期中平均株式数（株） 18,846,184 19,462,284

（注）１.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２.平成29年４月１日付で普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成29年２月14日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議しました。

（イ）配当金の金額 …………………………………………… 72百万円

（ロ）１株当たりの金額 ……………………………………… ７円50銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日 ……………… 平成29年３月27日

（注）平成28年12月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年５月15日

株式会社ソリトンシステムズ

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鳥羽　正浩　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石井　広幸　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ソリト
ンシステムズの平成29年１月１日から平成29年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成29年１月１
日から平成29年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年１月１日から平成29年３月31日まで）に係る四半
期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい
て四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソリトンシステムズ及び連結子会社の平成29年３月31日現在
の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす
べての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上
 

 

（注）１.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告
書提出会社)が別途保管しております。

２.XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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